
八戸市魚市場運営審議会 
 

日時：令和７年２月 21 日（金）午前 10 時 30 分 

場所：八戸グランドホテル ２階 ローズコート 

 

次   第 

１ 開 設 者 挨 拶 

２ 会 長 挨 拶 

３ 議 題 

○報告事項 

(1) 令和６年水揚げ実績報告について 
… 資料１ P3 、資料２ P4 

(2) 令和５年度市場別収支概況報告について 
… 資料３ P5～ 

(3) 地方卸売市場八戸市魚市場の経営戦略の改定に向けた 

今後の流れについて 
… 資料４ P8～、資料５ P11～ 

(4) 委託手数料率等の見直しに関する答申の対応状況について 
… 資料６ P18～ 

４ 閉 会 
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：

：

： 令和 4 年 3 月

： 令和 4 年度 令和 13 年度

 ※複数の市場を有する事業にあっては、市場ごとの状況が分かるよう記載すること。

１．事業概要

（１）

（２）

人

事　業　概　要

　当市魚市場は、八戸漁港が昭和35年の特定第3種漁港に指定されたことを契機に、市場や背後施設などの基盤整備が進めら
れ、現在の姿になった。現在、魚市場は市内３か所に位置し、令和２年の水揚量は、数量が6.1万トン、金額で133億円であり、数
量・金額ともに全国第10位と全国有数の水揚量となっており、なかでもイカの水揚げにおいては長年日本一を誇っている。
　また、水揚げされた魚介類の取引を公正かつ合理的に行い、新鮮なものを安定的に食卓に届ける役割を担っており、県内外へ
の水産物流通及び地域経済の発展に大きく貢献している。

職 員 数 9 市 場 種 別 区 分 地方卸売市場

令和2年度 次 回 再 整 備 予 定 年 度 -

該当なし

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

前 回 の 移 転
又 は 再 整 備 年 度

該当なし ア　民間委託

 イ　指定管理者制度 該当なし

該当なし

～

別添８－１

策 定 日

事　業　形　態

計 画 期 間

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

事 業 名

団 体 名

地方卸売市場八戸市魚市場事業経営戦略

八戸市

地方卸売市場八戸市魚市場特別会計

法非適 事 業 開 始 年 月 日 昭和48年1月1日

民 間 活 用 の 状 況

広 域 化 実 施 状 況
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委託手数料率等の見直しに関する答申の対応状況について 

１ 答申から３月市議会定例会条例改正案提案までの対応状況 
 

令和６年８月 29日 八戸市魚市場運営審議会から市長へ答申 

 (1)委託手数料率は１％引上げ、４％が妥当 

 (2)市場使用料率は現行の料率が妥当 

    ただし、別途経営支援策を講ずるべきである 

11月 21日 経済協議会において、条例の一部改正（案）の概要を報告 

12月市議会定例会への議案提案を再検討 

12月 23日 漁業関係者を対象とした説明会開催 

12月 25日 北部太平洋まき網漁業協同組合連合会 市長訪問 

令和７年２月 20日 経済協議会において、条例の一部改正（案）の概要を報告 

  委託手数料率の上限を「100分の３以内」から「100分の４以内」に引上げる地方卸

売市場八戸市魚市場条例の一部を改正する条例案を、３月市議会定例会に提案する。 

 

２ 卸売業者、漁業者に対する支援策 
 

八戸市魚市場運営審議会からの答申「卸売場使用料率は現行を維持し、別途経営支

援策を講ずるべき」のほか、市議会からの意見、漁業関係者を対象とした説明会での

意見を踏まえ、卸売業者並びに漁業者に対する支援策を次のとおりとする。 

なお、卸売業者に対する支援（112,000千円）は令和７年度から３年間とする。 
 
⑴  卸売業者に対する支援策 

ア 水産物卸売業務支援補助金 12,000千円 

電気使用料 
卸売業者が負担すべき「電気使用料」について

補助するもの。 

水道使用料 
卸売業者が負担すべき「水道使用料」について

補助するもの。 

製氷工場建設借入金に係る利子補給 
卸売業者が整備した製氷工場建設に係る借入

金の返済利息について補助するもの。 

卸売業務研修費 
セリ人の育成等、卸売業者が実施する研修に

要する経費について補助するもの。 

 

イ 運転資金貸付金      100,000千円 

    ・漁業者に対する代金決済は水揚日の翌日、仲買人の代金決済は５日締めの10日

払いと、収入と支出にタイムラグが生じることから、安定的な決済確保のため、

運転資金を無利息で貸付けする。貸付期間は盛漁期（６月～12月）を想定。 

   ・卸売業者は決済用資金として令和４年度から毎年度300,000千円の借入を実施。 

 

 

 

 

 

資 料 ６ 

令 和 ７ 年 ２ 月 2 1 日 

Ｒ6第 4回魚市場運営審議会 
 

卸
売
業
者 

漁
業
者 

仲
買
人 

水揚げの 
翌日払い 
払い 

５日締め 
10日払い 

(販売委託) (販売) 
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⑵  漁業者に対する支援策 

  燃油価格や漁業用資材の高騰など、漁業者の負担軽減を図り事業継続を支援する

ため、国の物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金を活用し、支援金を交付する。 

漁業者燃料
価格高騰対
策支援事業 

69,000千円 市内漁業協同組合の組合員等に対し、燃料価格高騰分
を支援 
（交付額）５ﾄﾝ未満の漁船       150千円/隻 
     ５ﾄﾝ以上100ﾄﾝ未満の漁船  400千円/隻 
          100トン以上の漁船     600千円/隻 

 

３ 魚市場のあり方の検討 
 

  魚市場の今後のあり方を考える場を八戸水産アカデミーに設置し、関係者間で協議

を行う。 
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